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研究概要
前立腺癌にはアンドロゲンを遮断するホルモン療法が

効果的ですが、一部は治療に耐性を示す、悪性度が高
い去勢抵抗性前立腺癌(CRPC)に進行します。本研
究では、フラボノイドの一種であるルテオリンがmiR-
8080を誘導し、 CRPCの治療耐性と関連する
androgen receptor (AR)のスプライスバリアントAR-
V7を抑制することでCRPCの増殖や治療耐性を抑制す
ることを解明しました。ルテオリンやmiR-8080はCRPC
の治療に役立つ可能性があります。

関連する論文・特許出願

今後の展望
ルテオリンは、正常ARを抑制するmiRNAsを多く誘導することがわかっており、miR-8080と組み合わせたCPRCの

治療法開発を目指します。
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CPRCの治療耐性を改善しうる分子標的
と考えられます。薬剤を癌細胞に効率的に
輸送するためのドラッグデリバリーシステムを
導入したいと考えています。
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本研究から推測されるmiR-8080によるCRPC抑制機序

ルテオリンはmiR-8080を誘導しCRPCのAR-V7発現と増殖を抑制する


